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第75回高性能Mg合金創成加工研究会 

「不均一変形組織とMg合金の機械的特性」 
 

概 要 
 

 

「すべり変形により発生する過剰な原子空孔の密度発展に関する結晶塑性解析」 

 

 

 

 

 

 

 

＜講演概要＞ 

金属結晶のすべり変形にともなって蓄積転位密度が増大すると，転位間の対消滅も高頻度で生ずる

ようになる．正負の刃状転位が対消滅すると，結晶格子中には格子間原子または原子空孔が放出され

る．すべり変形に伴う原子空孔放出の理論モデルを結晶塑性解析システムに組み込むことによって，

空孔密度の発展を数値的に求めた．本講演会では，手法の概要といくつかの数値例を紹介する． 

 

「マグネシウムにおける粒内/粒間不均一変形の数値的評価」 

 

 

 

 

 

 

 

＜講演概要＞ 

LPSO 型 Mg 合金で頻繁に観察されるキンク帯は，粒内不均一変形の一形態である。また，大型量子

線施設を用いたその場回折試験で測定される格子ひずみ発達は， 主に粒間不均一変形の結果として現

れる。本発表では，結晶塑性有限要素法を用いて，これらの不均一変形を数値的に評価した結果を紹

介する。 
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「組織形態に依存したMg/LPSO合金の変形挙動変化」 

 

 

 

 

 

 

 

＜講演概要＞ 

 我々はこれまでMg基LPSO相の一方向性凝固(DS)単相結晶を作製し，降伏応力，塑性挙動の温度依

存性等について明らかにすることでLPSO相の塑性変形機構を解明し，この結果をもとに，実用化が期

待されるMg/LPSO 複相合金の強化機構について考察を進めている．この結果，Mg97Zn1Y2 合金といっ

た，比較的LPSO 相体積率の小さな合金では，LPSO 相による繊維強化が強化機構の主因であることを

見出した．一方でLPSO相が86％と主となるMg89Zn4Y7合金では底面転位の集団運動により形成する

と予測される「キンク変形帯」がLPSO相の力学特性，具体的に強度，延性に大きな影響を及ぼしてい

る可能性が見出した．本発表ではこれら合金における強化機構について概説すると共に，合金中の

LPSO相体積率を変化させた際の強化機構の変化について議論する． 

 

「マルチモーダル微細組織制御によるMg合金の力学特性改善」 

 

 

 

 

 

 

 

＜講演概要＞ 

長周期積層（LPSO）構造型Mg-Zn-Y合金が注目されている．この合金に押出加工を施すと，<101
－

0>

繊維状集合組織を有するLPSO相及びα相加工粒領域，そしてランダム配向したα相再結晶粒領域か

らなるmultimodal微細組織を形成し，前者が強度を，後者が延性を担うことで高強度と優れた延性が

両立する。本講演では、このmultimodal微細組織の形成機構および力学特性発現機構について紹介す

る。 
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